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こんにちは。立教大学ボランティアセンターメールマガジン 3月 31日号です。 

 先日、2020 年度 卒業式(学部)・大学院学位授与式、また卒業礼拝が行われました。満

開の桜の中、色とりどりの袴やスーツに身を包んだ卒業生の姿で華やぐキャンパスは、新

しいを季節の訪れを感じさせる日となりました。さあ、新しい旅立ちの季節です！ 

～祝🌸ご卒業!! この春卒業生のみなさんへ～ 

前立教大学ボランティアコーディネーターの関口いづみさんより、お祝いのメッセージ

をいただきました！ 

立教生の皆さん、ご進級、ご卒業、おめでとうございます。 

卒業生の中には、いろいろな場面で関わりのあった方も多く、このような場でメッセー

ジを送るチャンスをいただけてとても幸せです。 

さて、本来なら明るい言葉で精いっぱい皆さんの背中を押したいところですが、残念な

ことに世界中が閉塞感と不安に満ちた状況の中、どんな言葉が相応しいのか…とても悩み

ました。 

 「新たな世界の入口に立ち気づいたことは、1 人じゃないってこと」ある歌のフレーズ

のように、あなたたちは決して 1 人じゃないはず。こんな時だからこそ、周囲の見えない

ところにまで想いを馳せて、これまで学んできたことや温めてきた思いやエネルギーを生

かす時なのかもしれませんね。そして、いつかまた、人の行き交う温かい世界を取り戻し

ましょう。 

 私は今、学習支援の現場で仕事をしています。決して恵まれたとは言い難い環境の中で

も、子どもたちはたくましく生きていて、私の方が励まされています。ボランティアの現

場でいつも思うのは、「幸せの軸は、一人ひとりみな違う」ということ。多様な現場でア

ンテナを磨いてきた皆さんだからこそ、他者に想いを寄せて真実に向き合うことができる

でしょう。

 そして、どうしても先が見えなくなったら、立ち止まってゆっくり休むことも忘れない

でくださいね。 

皆さんのご健康とご多幸を心からお祈りしています。 
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================================================================== 

（１）ボランティアセンターよりお知らせ 

================================================================== 

【4月からの窓口案内について】 

 池袋、新座キャンパスともに、以下のスケジュールで窓口対応いたします。 

月～金 9:00～17:00 

土曜日 9:00～12:30（新座キャンパスは原則として閉室です） 

※日、祝日および授業休講日は閉室 

※休日授業日は、月～金、土の各曜日通りに開室 

 

その他の詳細については、こちらをご覧ください。 

＜4月以降のボランティアセンターの利用上の注意について＞ 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.asp

x?ID=00036555 

 

【緊急事態宣言解除後のボランティア活動について】 

3 月 22 日に「緊急事態宣言」が解除されたことに伴い、対面でのボランティア活動を行

う上での注意点が以下の通り改定されました。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/activities/SitePages/covid19.aspx 

 

※本学では、ボランティア活動は課外活動と位置付けています。今回併せて『課外活動ガ

イドライン』も改定されていますので、学生部からのお知らせも必ず確認してください。 

 

緊急事態宣言解除後も全国的に感染者が増加（リバウンド）傾向にあります。対面での

ボランティア活動には社会的な責任が伴います。ボランティアサークルのみなさんが活動

再開を検討する場合は、公認・未公認団体にかかわらず、ボランティアセンターに必ず事

前に相談するようにしてください。また、自己責任においてボランティア活動を行う場合

も、今本当にその活動が必要なのかどうかを十分に考えてから行動するようにしてくださ

い。そして、活動先が各自治体等で示している活動再開指針を遵守しているかどうかを必

ず確認したうえで参加するようにしてください。 

この困難な状況のなかで、従来の活動に加えて、新しいつながりを作り、多角的な視点

や様々な新しい手段を用いて、みなさんに活動していただくことを期待しています。ボラ

ンティア活動の新しいあり方を考えていく中で、ボランティアセンターも、みなさんの関

心や取り組みを応援していきたいと思います。 

 

================================================================== 

（２）ボランティアセンター長 平野先生定年退職 

================================================================== 

 8 年間にわたって立教大学ボランティアセンター長を務められた平野方紹コミュニティ

福祉学部教授が、今年度末を持って定年退職されることに伴い、3 月 22 日（月）スタッフ

一同が心を込めて、オンラインで「感謝の気持ち贈呈式」を行いました。 

 社会福祉がご専門の平野先生は、ボランティア活動支援を必要としている現場のことは

もちろん、その活動に参加する学生の気持ち、また、ボランティアセンターで働くスタッ

フ一人ひとりのことを本当に良く考えてくださる先生でした。平野先生の引き出しの多さ、

ネットワークの広さ、そしてそのお人柄は、学内外の方々からの人望も厚く尊敬されてい

ました。 

この日、副センター長の中川チャプレンからも、「（これまで）平野先生なら、こうい

う時にどうお考えになるだろうか？と、スタッフそれぞれが、いつも平野先生を感じなが

ら業務を進めてきました。先生の担ってくださった役割は、余人をもって代えがたいもの

ですが、先生が大切にされてきたことを改めて引き継ぎながら、ボラセンがもっともっと

学生に寄り添い、立教大学の「建学の精神」に直結するような機関として大切にしていき

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.aspx?ID=00036555
https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/_layouts/15/Vc5.Spirit.PortalV2/Post.aspx?ID=00036555
https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/activities/SitePages/covid19.aspx


たいと思います。」というお話がありました。 

また、平野先生からは、着任されてから 8 年間種をまき育ててこられたボランティアセ

ンターをふりかえられ、次のようなメッセージをいただきました。 

「ボランティアセンターの変化の時期に関わることができて、うれしく思っています。

まだまだ困難な状況は続くと思いますが、新しいセンター長が加わり、今後も発展してい

くことを祈っています。ボランティアセンターは、学内でも、一番 立教らしいところだと

思っています。その立教らしさというものをぜひ活かしていただければと祈念していま

す。」 

これからも、大変な時こそ、「平野先生なら…？」という考え方を大切に、スタッフ全

員で力を合せて頑張っていきたい、そんな結束をもたらす感謝の式となりました。 

 

※学生との関係も大切にされていた平野先生。そんな先生と学生（平野ゼミ OB、在学生）

の座談会の様子が、活動報告書に記載されています。HP にも掲載を予定していますので、

ぜひご覧いただき、ボランティアセンターを身近に感じていただけたらうれしいです。 

 

 
 

================================================================== 

（３）ことば・バトン ～ 先輩から在校生のみなさんへ ～ 

================================================================== 

 今回は、コミュニティ福祉学部 4年生の平手丈晴さんからの「バトン」です。 

大学 2年生の夏から、NPO法人 good! のワークキャンプでスリランカ・タイ・モンゴル

に行き、見聞を深め、自分の学びを深めてきました。卒業にあたり、学生時代の経験や想

いのバトンをみなさんにつなぎます。 

 

   
 

 大学 2年生の春、新生活に期待を寄せ、新歓で賑わうキャンパスの中を、目を輝かせ闊

歩する新入生たちをよそに、その男は死んだ目をしていた。 



 最初からこうだったわけではない。1年前、彼も他の新入生と同じように新生活への期

待に胸を膨らませ大学の門をくぐった。 

 しかし、うまくいかなかった。気が付いたときには友人と呼べるものはおらず、一人で

授業を受け、一人で昼食をとり、また授業を受けまっすぐ帰宅する。そんな孤独な暮らし

をひたすら耐え忍んでいた。当然、人と関わることはなく、朝から夜まで一度も日本語を

発さない、という日が何日も続いた。 

 そして次第に、人とどう接してよいのかわからなくなり、人と関わることが怖くなっ

た。他人と関わることをやめ、ひたすら自分の世界に閉じこもった。家でゲームを延々と

やり続ける日々。やっている最中は楽しいが、終わった後に訪れる虚無感。だがどうする

こともできず「まぁ、人生こんなものか」と諦めるようになった。 

 こんな生活に疲れた。自分に自信がなくなった。「そんな自分を変えなければならな

い」という考えも、頭の片隅に浮かんでいた。浮かんではいたが、どうすべきか、何から

始めればよいのか、全くわからなかった。 

 だが転機は突然訪れた。ボランティアとの出会いである。大学 2年生の夏、死んだ目を

した男はスリランカに行くことを決めた。始まりは大学のボランティアセンターの看板で

ある。海外ボランティア団体を紹介する看板から、なぜか目が離せなかった。これなら自

分の何かを変えてくれるかもしれない。そう思ったのだ。 

 今思えば、これは無謀な挑戦であった。誰とも関わりを持とうとしなかった男が、何を

思ったのか海外へボランティアをしに行くのだ。しかもスリランカの村にホームステイ。

完全にどうかしている。気が付けば申込フォームを送信していた。やけくそだったのかも

しれない。 

 だがそんな挑戦をした自分に、今では感謝している。 

 キャンプが始まって、初めはどう人と接したらよいのか判らず、カメラの前でも一切表

情を変えなかった。いや「笑い方」がわからなかった。しかし、誰もそんな男を突き放す

ことなく受け入れてくれた。ホームステイ先の家族は驚くほどお節介で、でもそれが嬉し

かった。 

 仲間たちは、何かある度自分をいじり倒してきたが、そのおかげで段々と表情が和んで

いった。これほどまでかと思うくらい自分に話しかけてきてくれた。そこで家族とも話し

たことがないような深い話もした。人と関わることが嫌になっていた自分の中で「何か」

が変わった。次第に笑顔が作れるようになった。 

 大学生活の中で忘れていた人の温かさや人と関わる楽しさを、スリランカで思い出し

た。人は一人では生きられないと改めて思い知らされた。自分に自信もついた。もしあの

時決断をしていなかったら、スリランカで学んだことを何一つとして得ることはできなか

っただろう。それほどまでに、この無謀と思われた挑戦は自分の人生の転機になったので

ある。 

 お年寄りに「あなたの人生でもっとも後悔していることは何ですか？」という質問をし

たところ、一番多かった答えが「挑戦しなかったこと」であったという。後悔してからで

は遅いのだ。どうせするなら『やらない後悔』より『やる後悔』である。このことを胸に

刻み、これからの人生、挑戦することを忘れずに生きていきたいと思う。 

 

================================================================== 

（４）陸前高田サテライト・東日本大震災復興支援関連情報 

================================================================== 

 みなさん、こんにちは！陸前高田サテライト事務局です。 

卒業のシーズンですね。今回はこの 3 月に卒業を迎えた立教生に、東日本大震災からの

10 年、そして東日本大震災と関わる活動に取り組んだ 4 年間の体験談を寄せていただきま

した。これからでも参加できる活動はまだまだありますよ！あなたも参加してみませんか。 

後半は陸前高田をフィールドとした正課・正課外教育プログラムのご紹介です。 

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

東北と築いた関係を後輩に引き継いでいく   吉田薫さん（コミュニティ福祉学部 4 年） 



*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

 

私は 1 年生の時に東日本大震災復興支援のサークルに入っ

たことをきっかけに、復興支援に関する活動を始めました。

私が 1 年生の時は、震災から 7 年が経過しており、ハード面

の支援は少なくなっており、復興支援プログラムではどのよ

うなことをするのだろうかと疑問を持っていました。 

しかし実際参加してみると、地域のイベントの手伝いや現

地の住民との交流などソフト面でいろいろできることがある

と分かりました。サークルでは、防災や広報など関東での発

信にも力を入れており、そうすることで震災を風化させず後

世に伝えていく役割があるとわかりました。 

私は東北地方を訪れて、もっと被災地に関わりたいという

気持ちから、大学 2 年時の時には復興庁が主催する、復興・創成インターンに参加しまし

た。約 1 ヶ月、南三陸町で全国からインターンに訪れた他の学生とシェアハウスをしなが

ら現地企業でインターンシップを行いました。サークルやプログラムを利用して様々な拠

点を訪問しました。 

そういった活動を続ける中で悩むこともありました。私はあまり人と短期間で関係を築

くことは得意ではないので、プログラムやサークルで行ったことが、その 1 回限りで終わ

ってしまうことも多く、もっと継続して関係を作った方がよいのではないかと悩むことが

ありました。しかし、サークルにたくさんの後輩が入ってくれたことや、復興庁のインタ

ーンに興味を持って参加してくれた後輩を見て、自分の代で終わらせるのではなく、後輩

にも興味を持ってもらい、東北と立教大学の学生との関わりを持ち続けることにも意味が

あると感じました。 

震災から今年で 10年が経過し、ボランティアではどのようなことをやるのだろうか、ま

だ私たちにできることはあるのだろうかと悩む学生も多いかもしれません。ですが、実際

に現地を訪れ、当時の状況を学ぶことには大きな意味があると考えます。現在はコロナ禍

で現地に行くことが難しいですが、インターネットなどで東北の特産物を購入するなどを

して支援をすることも出来ます。私は東北地方に通ったときに、現地のことを学ぶことは、

もちろんでしたが、その土地の景色を見たり美味しい食べ物を食べたりすることもとても

楽しみにしていました。復興支援ボランティアというと堅いイメージがあるかもしれませ

んが、そうしたイメージにとらわれるのではなく、そういった現地の魅力に触れることも、

復興のひとつの形ではないかと感じます。 

 

 

東日本大震災復興支援復興支援団体

Three-S の気仙沼夏合宿で「みなと

まつり」に参加！ 

 

※Three-S  

https://twitter.com/Three_S_rikkyo 
 

 

 

 

 

 

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

陸前高田をフィールドとしたプログラムに参加しよう！ 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 



 

立教大学では陸前高田をフィールドとした正課教育プログラム（単位になるプログラム）

が 5 つ、正課外教育プログラムが 3 つあります！『陸前高田プログラムガイド』ではこれ

らのプログラムをまとめてご紹介しています。先輩の体験談や「立教的陸前高田マップ」

も掲載していますので、是非、ご覧ください。 

 

『陸前高田プログラムガイド』 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/rikutaka/SiteAssets/program_guide.pdf 

※ガイド掲載プログラムに加え、2021 年度、正課教育プログラムとして、文学部「ＳＤＧ

ｓフィールドワーク＜ローカル＞」が新規開講します。 

※正課教育プログラムの 2021 年度の開講状況や陸前高田を訪れての活動の実施予定につ

いては、シラバス・時間割検索システムをご確認ください。正課外教育プログラムにつ

いては主催部局にご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

＊お問合せ 立教大学陸前高田サテライト事務局 rrs@rikkyo.ac.jp 

＊陸前高田サテライトの取り組みを発信中 

公式 Instagram（@rikkyo_rrs）https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/ 

 

 

================================================================== 

(４) オンラインで参加できるボランティア・イベント、その他情報紹介 

================================================================== 

プラン・インターナショナルより 

【女の子のためのチャット相談】のご案内 

https://www.plan-international.jp/chat_soudan/ 

 

「さみしい」「誰かと話したい」「友だち、パートナー、家族とうまくいっていない」

「SNS で嫌な目にあった」…など、困っていること、だれにも言えない悩みはありません

か？ 

少しでも心が軽くなるように、まずは気軽に相談してください。チャットで相談ができ

ます。相談は無料です。 

 

 

 

 

（編集：ボランティアコーディネーター／広瀬） 

 

mailto:rrs@rikkyo.ac.jp
https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/
https://www.plan-international.jp/chat_soudan/


------------------------------------------- 

立教大学ボランティアセンター 

------------------------------------------- 

◎池袋キャンパス 

 場所：５号館１階 

 開室時間：月～金 ９：00～17：00 

       土曜日 ９：00～12：30 

◎新座キャンパス 

 場所：７号館２階 

開室時間：月～金  ９：00～17：00 

 

※新型コロナウィルス感染拡大のため 2020年６月１日以降は短縮開室しております。 

 月～金 10:30～15:30 

土曜日 10:30～12:30（新座キャンパスは原則として閉室です） 

職員・コーディネーターともに交替で出勤・在宅勤務のため、休日授業日は、池袋・新

座ともに最小人員で開室、授業休講日は、池袋・新座ともに閉室とさせていただきます。 

 

◎ホームページ 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.

html 

◎メールアドレス 

volunteer@rikkyo.ac.jp 

◎TwitterID @rikkyo_volucen 

http://twitter.com/rikkyo_volucen/ 

◎Instagram 

https://www.instagram.com/rikkyo_vc/?hl=ja 

配信停止を希望の場合は以下の Google Formを送信してください。 

https://forms.gle/xFtZVvd94Je1nJwm7 
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